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【背景・目的】 
 
 近年、養豚業による悪臭や窒素、重金属等の環境への排出、抗菌性添加物による薬剤耐性菌出現などが心配
されており、本研究はコストと労力をかけずに環境負荷を低減するための飼料調整技術を確立するために実施
する。本技術の普及により県内養豚の健全な経営に寄与することができる。 
 
【得られた成果】 
 
◆各種資材からの乳酸菌有望株の分離（図１） 
１ 発酵ブドウ搾り粕から164株を分離。層ごとに分布の違い 
が見られ、特に下層からの分離株は抗菌活性が高かった。 
このうち2株を選定し第一次選抜の候補株とした。 
その他の株についても悪臭分解能など調査を継続中。 
 平成２７年３月、日本農芸化学会にて口頭発表。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
◆乾燥ブドウ搾り粕の成分分析（図２） 
１ 乾燥ブドウ搾り粕は、生のブドウ搾り粕と糖組成は同
じであったが、含有量は2倍ほどあった。 

２ 乾燥ブドウ搾り粕はpHが低く、含水率が低いため、乳
酸菌培養の基質として使用するためには何らかの前処理
が必要と推察された。 

 
◆乳酸菌増殖条件の検討（図２－１） 
３ 乳酸菌標準菌株の培養では28時間後に最大菌数に到達
することが分かった。 

４ 乳酸菌標準菌株の凍結乾燥手法を検討し、効率的な乳
糖使用条件を明らかにした。 

５ また上記手法により、山梨大学が分離した菌株第一号
の乾燥粉末196g（試作品）を得ることができた。その菌
数は3.7×108個/gであった。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 

 

図２ 

 

図２－１ 乳酸菌増殖条件の検討 

 



 

 

 
 
 
◆豚への乳酸菌資材等給与試験（図３） 
１ 育成豚に乳酸菌資材等を給与したところ、豚ふんの臭気指数 
において、乾燥ブドウ搾り粕添加区が全体的に低く推移し、市 
販資材（NS-X）添加区で減少傾向が見られた。 

２ 育成豚での飼料の嗜好性では、生ブドウ粕添加区が最も高く、 
発酵竹粉添加区が最も低かった。しかし、生ブドウ粕添加区で 
はハエの誘引が多く不衛生であることと、飼料ダマ（固まり） 
ができることから自動給餌機での使用を想定した場合、不向き 
と思われた。 

３ 豚ふんの水分は発酵竹粉添加区と対照区が他区に比べて有意 
に高かった。 

４ 現在、発酵ブドウ搾り粕由来の第一段階候補株の乾燥粉末給 
与試験開始に向け、供試用豚の生産を行っている。 

 
 
 
 
 
 

◆豚ふん堆肥の成分値の把握（図４、５） 
７ 畜産試験場で通常飼料（手法）で生産された豚ふん堆 
肥の成分分析を実施した。項目別に見ると性状では特に 
含水率が低く、銅・亜鉛はやや低かった。その他の項目 
はほぼ標準的な値を示した。 

８ また堆肥腐熟過程における窒素含量の推移について把 
握した。 

９ 今後、乳酸菌を給与した豚群から得られた糞を用いて
堆肥を作成し、作物へ施用した場合の効果等について検
討していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【成果の応用範囲・留意点】 
１ 乳酸菌を含むプレミックス飼料を豚に添加給与することにより、豚排せつ物の量および窒素、臭気等の低
減を図ることが期待できる。 

２ 乳酸菌による豚の整腸作用により、抗菌性添加物や銅剤の投与量削減が期待できる。 
３ 豚の成長や堆肥生産に影響なく、おいしい豚肉や作物づくりが可能となる。 
４ 乳酸菌プレミックスの効率的生産手法が確立し、商品化への期待ができる。 
５ 本県独自の乳酸菌あるいは乳酸菌を使った農畜産物として付加価値が高まると期待できる。 
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